
新規条例制定や請負契約の一部変更など、19議案を原案のとおり可決しました。（６面）

商店街等への新型コロナウイルス感染症対策の支援、障害福祉・介護サービス事業所
緊急支援給付金など、２億213万１千円を追加する補正予算案を可決しました。（６面）

中央区受動喫煙防止対策の推進に関する条例など
19議案を可決

令和２年度中央区一般会計補正予算（追加補正）
を可決

築地大橋
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●一般質問
� ・・・・・・・・２面～４面
●委員会の活動
� ・・・・・・・・・・・５面
●議案の審議結果
●�中央区附属機関等議会選出委員
　および評議員
� ・・・・・・・・・・・６面

◆区長提出議案

　・条例・・・・・・・・・�９件

　・予算・・・・・・・・・�２件

　・契約・・・・・・・・・�８件

　・その他・・・・・・・・�１件

� ６月19日
� 22・23日
� 24・25日
� 26日
�
� 29日
� 30日

本会議
本会議
企画総務委員会
環境建設委員会
区民文教委員会
福祉保健委員会
本会議

主　な　内　容 第２回定例会の経過 提出された議案

　中央区議会では、区議会の活動状況を広く区民の皆様にお知らせするため、ホームペー
ジを開設しています。会議録の検索や本会議および各委員会の日程などがご覧いただけま
すので、ぜひご利用ください。

区議会ホームページ
をご利用ください！
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一 般 質 問 の 要 旨 一般質問とは
区の仕事全般について、区長等
に報告や説明を求めることです。

ポストコロナの社会のあり方について
問 テレワークが定着し職住接近の必要性がなくなる中、⑴タ
ワーマンションやオフィスビルなどの大規模開発への莫大な税金
投入は、区民の理解を得られないのでは。⑵再開発予算を、コロ
ナ対策に振り分けるべきでは。
答 ⑴⑵働き場所を新たな生活様式に対応させ、そこへの長時間
通勤を必要としない、近接した住まいづくりの手段として、多様
な機能を混在させた市街地再開発は今後も必要。短期的に求めら
れるコロナ対策とともに、再開発関連経費も必要な予算と考える。

医 療 体 制 の 拡 充 に つ い て

問 ⑴中央区休日応急診療所で行っているＰＣＲ検査の周知徹底
を。⑵一日の検査定数30件を満たさず余裕があるので、区内の介
護施設の職員や教員などへの検査を実施しては。⑶公衆衛生を担
う保健所の増設と、職員の増員が必要では。
答 ⑴検査対象は、医療機関が必要と認めた方。広く一般へ周知
する必要はないと考える。⑵医師会と協議のうえ、対象を限定し
ている。⑶感染症対策の体制として、全庁的な応援体制を組んで
いるほか、会計年度任用職員などを活用し積極的に対応している。

生 活 支 援 に つ い て
問 本区では、生活保護の４月の申請数が昨年の約３倍で、今後
も増加が見込まれるが、生活保護は権利だということを周知し、
申請を促し、速やかな受給開始を求めるがいかがか。
答 生活保護制度や相談窓口の周知、各種支援策についての情報
提供により、本人の意思を尊重した支援を行っている。新型コロ
ナウイルス感染症の影響下においては、速やかに生活保護を受け
られるよう取り組んでいる。

日本共産党中央区議会議員団
奥 村 　 暁 子

していく。

ま ち の 喫 煙 環 境 に つ い て 問 う
問 ⑴４月に施行された「東京都受動喫煙防止条例」、７月から
施行予定の「中央区受動喫煙防止対策の推進に関する条例」をど
のように遵守させていくのか。⑵今後の喫煙環境の整備拡充につ
いての区の考えは。
答 ⑴対策が不十分な店舗へ個別に訪問し、指導を行う。また、
喫煙ルールを守ることにより、受動喫煙が生じることのない環境
を確保するという条例の主旨を踏まえ、リーフレットや喫煙場所
マップの配布により喫煙ルール等の普及啓発を図り、巡回パト
ロールによる注意喚起を行う。⑵新たに公衆喫煙場所を設けると
ともに、区立公園などに設置されている分煙施設などを公衆喫煙
場所に位置づけ、公表している。助成制度の創設や開発事業者に
設置を求めるなど、民間の協力も得ながら、分煙環境の確保を図っ
ていく。

市場跡地の 再開発について問う
問 これからの築地について、どのように「にぎわいと活気」を
継続していくのか。
答 地元関係者と調整を図り、運営に必要な機能整理や市場跡地
の交通結節機能等の検討を行い、今年度中に都へ提案する。

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 関 す る
今 後 の 対 策 に つ い て 問 う

問 今後の中央区経済の復興に向けた対策についての考えは。
答 融資制度やハッピー買物券の過去に例の無い規模での販売を
実施。今後も状況の進展に柔軟に対応し活性化策を講じていく。

ＦＭラジオの活用について問う
問 ⑴すでに環境の整っているツールとしてのラジオを積極的に
活用することにより、広く区民へ情報を伝えていくことについて、
区の考えは。⑵学校でのラジオの活用について区の考えは。
答 ⑴中央ＦＭを通じて、避難情報など緊急・地域性の高い情報
や新型コロナウイルス拡大防止の啓発、窓口案内なども発信。中
央ＦＭが企画する番組でも、デリバリー情報などさまざまな話題
を発信。今後も幅広い年齢層に向けた番組づくりを行う。⑵教育
委員会と保護者などを結ぶコミュニケーション手段の一つであり、
今後、学校やイベントの紹介などを通じた情報発信について検討

中央区議会自由民主党議員団
富 永 　 一

はじめ高齢者に関連する施設を利用した健康の維持向上を目指す
役割について、本区の見解は。
答 体力や健康状態に合ったメニューを楽しみながら継続するこ
とが重要。施設等に通うことは健康維持に大切であるため、感染
拡大防止対策の徹底や三密にならないための工夫を行うなど、可
能な限り継続的に利用できるよう環境整備に努めていく。

今 後 の 晴 海 地 区 の 課 題 を 問 う
問 東京2020大会観戦の機会を失う子どもにこれに代わる「体で
感じる体験」という観点から、晴海選手村の大会関連施設を子ど
もたちが見学する機会を与えることの検討や可能性は。
答 選手村施設の見学など、一般開放することは難しいと伺って
いるが、区内大会関連施設の有効活用について、引き続き都や組
織委員会に働きかけていく。 

高 齢 者 の 健 康 問 題 を 問 う
問 高齢者の立場に立った中央区スタイルのフレイル予防普及啓
発の充実について本区の見解は。
答 健康講座の実施、ウォーキングマップの活用のほか、特に本
区独自の「粋トレ」の動画配信・敬老館での実施・ＤＶＤ配布な
ど、年齢層や生活スタイルに合わせた普及啓発を図っていく。
問 2025年以降、高齢化が加速する時代に向けて、通いの場を�

� （次ページへつづく）

中央区議会自由民主党議員団
竹 内 　 幸 美

その他質問事項　①区内事業者への支援について ②子どもたちの学
びと安全の保障について
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問 日用品の安定した供給のための大型ショッピングセンターの
誘致について、都への働きかけや検討状況は。
答 選手村跡地には、商業棟や住棟１階部分に、日用品を扱う店
舗が誘致されるよう、都や市街地再開発事業の特定建築者に求め
ていく。その後に再開発が検討されているエリアは、建物低層部
に誘致した上で、バリアフリーな歩行者動線でネットワークさせ
ることにより、大型ショッピングセンターに匹敵する晴海の中心
軸が形成されるよう、都や開発事業者に対し働きかけを行ってい
く。
問 令和６年に誕生する新たな各種行政サービスを行う施設の中
で、乳幼児や高齢者に関連する保健センターやおとしより相談セ
ンターのような身近なところで受ける行政サービスの地域割りに
ついて、本区の見解は。
答 保健センターは、月島保健センターとともに月島地域全域の
保健サービスを担うことを検討。業務のうち、事業の性質上所管
区域を区分し、行政の責任分担を明確にする必要があるものは対
象区域を明確にする。おとしより相談センターは、既存の２カ所
とともに利便性の高い施設を選択していただく。

コ ロ ナ 禍 を 踏 ま え た 本 区 の
今 後 の 経 済 対 策 に つ い て

問 新型コロナウイルス感染症の影響で落ち込んだ経済から脱却
することが、アフター・コロナの最重要課題である。本区では、早々
に緊急融資を決め、共通買物券の販売も開始、さらなる経済支援
も行うが、その中で、国・都・区のどの支援の対象からも外れて

教 育 環 境 の 課 題 を 問 う
問 時代の変化とともに、公教育に求められるものが多くなる中、
今後の家庭学習におけるＩＣＴ機器のルール等に関する見解は。
答 「主体的・対話的で深い学び」を実現するためには、情報を
集め、思考判断する学習が重要。今後、一人一台のタブレット端
末の整備にあたり、家庭での管理運用を定めたガイドラインを作
成し、有害サイトを閲覧できないよう設定するなど対策を行う。
問 学校休業による学習の遅れに対するフォローが重要と考える
が、今後の対応についての見解は。
答 夏季休業の短縮や土曜授業の回数増加、授業時間設定の工夫
のほか、補習や家庭学習など、個に応じた学習支援を進める。
問 運動会やプール学習の中止などにより運動量が少ない年と
なっており運動不足は課題である。今後の子どもたちの体力・運
動機能向上に対する見解は。
答 安全面に十分配慮し、段階的に体力の回復に努め、運動の系
統性や発達段階を踏まえた指導ができるよう計画している。

しまう方もいる。本区の今後の経済対策についての見解は。
答 国や都の支援内容を踏まえ、本区では融資制度を設け幅広く
事業者の支援を行い、コールセンターでは、それぞれの方に必要
な支援と担当機関を案内している。今後も事業者が安定的な経済
活動を再開できるよう、積極的な対応が必要。次の対応として、
中央区商店街連合会の加盟団体にサーモグラフィー等の配付を行
う予定。今後もコロナ禍における状況の変化に対応しつつ、本区
ならではの効果的な施策を積極的に講じていく。

ＩＣＴを活用した教育環境の充実を問う
問 緊急事態宣言による一斉休校の間、「学習機会」「学びの場」
の確保のため、ＩＣＴを活用したオンライン学習が注目されるこ 
� （次ページへつづく）

区 民 へ の 情 報 伝 達 に つ い て
問 感染症対策における情報提供と広報手段は十分であったか。
答 一部の事業に十分な周知期間を設けられなかった等の課題を
認識。今後も情報発信について検証し充実に努めていく。
問 ＬＩＮＥアプリ連携の必要性や効果、導入時期はいつが適切か。
答 提供サービスについて本人確認などの問題も含め、信頼性・

安定性・セキュリティ面等を考慮しながら研究していく。

子育て家庭への訪問型支援について
問 自宅保育と在宅勤務の両立は難しい。⑴ベビーシッター利用
支援事業の導入予定は。⑵保育園が休園となった際の対応は。
答 ⑴現行の施設型一時預かり保育を補完しうるものと考えてお
り、どのような形で実施できるか検討中。⑵家庭での保育をお願
いするほか、就業等必要に応じて職種に関係なくお預かりする。

ＧＩＧＡスクール構想実現と教育について
問 オンライン家庭学習支援の準備状況は。
答 端末等貸付事業などを活用し、貸与への手続きを進めている。

あたらしい中央
高 橋 　 ま き こ

中央区議会公明党
堀 田 　 弥 生

安全な自宅療養とHER-SYS※活用を問う
問 ⑴厚労省のＨＥＲ-ＳＹＳを導入し、⑵「かかりつけ医ネット
ワーク」を構築し、自宅療養に対し複数の医師と保健所で見守りを。
答 ⑴東京都でＨＥＲ-ＳＹＳが導入されれば区としても活用する
予定。⑵第二波では新型コロナ患者数増加が見込まれるため、保
健所・かかりつけ医・基幹病院の間で一層の連携強化を図っていく。

医 ケ ア 児 ・ 病 弱 児 等 の 安 全 な
学 校 生 活 を 問 う

問 ⑴病弱児の在籍数は。⑵オンライン教育等感染リスク対応は。
⑶コロナ終息まで月島から泰明・京橋築地小へスクールバスを。
答 ⑴現在、区立小中学校には在籍していない。⑵都立特別支援
学校で適切に行われおり、オンライン教育についても同様。⑶公
共交通機関の感染の実態など確かな知見がないほか、当該小学校
への通学手段は都営バス等があることから運行は考えていない。

あたらしい中央
小 坂 　 和 輝

その他質問事項　①コロナ対策ガイドライン ②在宅介護と親が罹患
した子どものケア ③包括的・総合的「相談所」設置 ④生徒の意見
表明権 ⑤アフター・コロナの時代認識と緊縮財政 ⑥脱高密度・一
極集中 ⑦日本橋首都高地下化と築地市場跡地 ⑧図書館指定管理者
導入決定前の住民説明会 ⑨公平・公正・中立な手続き

※�「HER-SYS」とは？ 　新型コロナウイルス感染者等情報把握・管理支援システムのこと。本システムを活用することにより、保健所、
自治体（保健所以外の部門）、医療機関、関係業務の受託者等の関係者の間での情報共有が即時に行えるようになる。
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ととなった。昨年12月に国が「ＧＩＧＡスクール構想」を立ち上
げ、本区でも推進に向け取り組んでいたが、急きょ「一人一台」
のタブレット配付が、時期を前倒しして行われる。⑴今後タブレッ
トの配付により、ＩＣＴをどのように教育の中で活かしていこう
と考えているか。また、⑵ＩＣＴを通してどのような教育を目指
していくのか、区の見解は。
答 ⑴タブレット端末をはじめとしたＩＣＴ機器とあわせ、学校
と家庭、教員と児童・生徒をつなぐ基盤である学びのプラット
フォームの整備を進めている。これを活用することで、授業と家
庭学習の連続性が強化され、授業を補完する効果が高まるものと
考える。⑵小学校低学年からＩＣＴを活用できる環境を整えるこ
とで、これからの社会で必要となる情報活用能力を育成していく。
予測困難な時代を生き抜いていくために必要な資質や能力を育め
るよう、ＩＣＴを活用した教育にも積極的に取り組んでいく。

災 害 時 の 情 報 提 供 等 に つ い て
問 ⑴区のホームページのあり方について考えは。⑵区のおしら
せについて考えは。⑶高齢者も含めて多くの方に情報を迅速に伝
える手段についての考えは。
答 ⑴トップ画面に緊急情報欄を設け、情報を整理し迅速な提供
に努めている。⑵読みやすさ、分かりやすさに注意を払い正確な
情報をお知らせするものであるが、即時にお知らせすべき情報は、
ホームページやＳＮＳを活用。⑶広報紙やホームページのほか、
ケーブルテレビやコミュニティラジオなどさまざまな媒体の持つ
特性を生かし、充実を図っていく。

中央区地域防災計画の改定について
問 今年度改定予定の中央区地域防災計画について、全世界から
多くの人が訪れる状況や新型コロナウイルス感染症など新たな課

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 者 の
家 庭 支 援 に つ い て

問 第二波、第三波を見据えて、感染者の家庭支援についてどの
ように対応していくのか。子どもや身の回りの世話が必要な障が
い者や高齢者の方々への対応も検討する必要があるのでは。
答 親が感染した場合の子どもへの対応については、緊急時を含
め子ども家庭支援センターが相談窓口となり、東京都児童相談セ
ンターと連携している。障害者や高齢者の家族が感染した場合、
濃厚接触者となるため、まずは医療機関への入院となるが、本人
の状況により受け入れが困難な場合は、医師やケアマネジャー等
関係者と協議し、個別に対応していく。

在宅療養における他職種連携による
口腔ケアの推進を問う

問 中央区在宅療養支援協議会の設置等により、在宅療養を選択
される方が少しずつ増えているが、訪問歯科診療について、必要
と思われるケースに手配されていないことがある。要介護状態に
ある場合が多い「在宅療養」の方こそ、歯科診療、口腔ケアが重
要だと考える。現状を踏まえ、区の考えは。
答 介護サービス事業者等向けに口腔ケア研修の開催や、かかり
つけ歯科医相談窓口の開設等により、訪問歯科診療の利用を促し
てきたが、利用状況が低い傾向がみられる。引き続き、訪問歯科
診療の治療内容や効果を伝えるとともに、ケアマネジャー連絡会
を通じてリーフレットを配布し、利用を促進していく。

題を踏まえることが求められるが、これまでの対策のアップグ
レードや各計画との整合性を求めていくことなど本区の考え方は。
答 熊本地震や台風19号などの教訓を踏まえ、地域防災力の向上、
水害対策などに加え、新たに他の自治体からの応援職員や物資の
受け入れ体制を盛り込む。また、関連する計画との整合性を図り、
防災対策の総点検を行う。さらに三密を避けた避難所の運営など
感染症対策の基本的な方針を地域防災計画に位置づける。

コ ロ ナ 禍 に よ る 影 響 を 踏 ま え た
今 後 の 財 政 展 望 に つ い て

問 新型コロナウイルス感染症による日本経済減速によって、将
来の区財政に影響を及ぼす可能性がある。本区の、⑴事業の最低
限必要な財政規模は。⑵都区財政調整の将来展望は。⑶将来の基
金のあり方は。
答 ⑴標準的行政サービスに要する一般財源額を表す「標準財政
規模」は約540億円、特定財源が全体の４割強と仮定すると財政
規模は900億から１千億円程度。⑵リーマンショックの翌年度に
区の収入は31億円減少。調整税が以前の状況にまで回復するのに
５年程度を要した。今回の感染症による影響は、これを超えるこ
とも念頭に置かなければならない。⑶毎年度の収支等を見据え、
将来需要や災害などの危機に備えた積立に努めていく。

防 災 ・ 災 害 対 策 に つ い て
問 ⑴中央区では避難所としての施設活用に協力する意向を示し
たホテルはあったか。⑵今後の避難所における感染症対策は。
答 ⑴協力意向のある区内宿泊施設について、国から情報提供を
受けたところであり、区としての対応を検討中。⑵定期的な健康
状態の確認をはじめ、手洗いやマスク着用などの周知・徹底、避
難スペースの換気、体調不良者等の専用スペースの設置のほか、
非接触型体温計や消毒液などの感染症対策物資の確保を検討。
問 庁舎をはじめ区内施設にはエレベーター内に非常用防災グッ
ズを設置するべきでは。
答 水・食料、簡易トイレなどの非常用防災グッズを設置するこ
とは、エレベーターの閉じ込めを想定した際に有効な対策である
と認識していることから、区施設に順次設置できるよう検討して
いく。
その他質問事項　①子どもを授かりたいと願う人への支援について 
②自転車乗車時の安全意識について ③環境問題について

中央区議会区民の風
渡 部 　 博 年

立憲民主党新風会
梶 谷 　 優 香

　本議会の発言内容は会議録に収録
され、後日、本庁舎情報公開コーナー
および区立図書館に備えますので、
そこで閲覧することができます。
　また、区議会ホームページにも掲
載しますのでどうぞご利用ください。

　中央区議会では、開かれた区議会の一環として、一般質問および区長所信表明
の録画映像をインターネットで配信しています。
　区議会ホームページもしくは右のQRコードからアクセスできます。

区議会のインターネット中継（録画中継）をご利用ください！

その他質問事項　コロナ禍を教訓とした対策を問う

その他質問事項　①コロナ禍における中小企業・就業者対策につい
て ②緊急事態宣言解除後の対応について
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常 任 委 員 会

〔議案の審査〕
◆令和２年度中央区一般会計補正予算
◆�中央区職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例
◆中央区特別区税条例等の一部を改正する条例
◆中央区立宇佐美学園大規模改修工事（建築工事）請負契約
� ほか12件

〔主な報告事項〕
◆新型コロナウイルス感染症による特殊勤務手当の特例について
◆�未婚のひとり親に対する税制上の措置等及び新型コロナウイ
ルス感染症緊急経済対策における税制上の措置について
� ほか３件

企 画 総 務
〔議案の審査〕
◆�中央区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関する
条例の一部を改正する条例
◆中央区立学校設備使用料条例の一部を改正する条例
〔主な報告事項〕
◆令和２年国勢調査の実施について
◆月島区民館の工事に伴う休館について
◆セレモニーホールの工事に伴う休館について
◆給食室改修工事に伴う弁当給食の提供について
◆阪本小学校の学校施設開放について
� ほか５件

区 民 文 教

〔議案の審査〕
◆�中央区放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関す
る条例の一部を改正する条例
◆�中央区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例
の一部を改正する条例
◆中央区受動喫煙防止対策の推進に関する条例
� ほか２件

〔主な報告事項〕
◆放課後児童支援員に係る認定研修の実施者の追加について
◆晴海児童館等複合施設の指定管理者候補事業者の公募について
◆中央区における受動喫煙防止対策の推進について
� ほか２件

福 祉 保 健
〔議案の審査〕
◆中央区事務手数料条例の一部を改正する条例
◆和解について
〔主な報告事項〕
◆コミュニティサイクル事業について
◆令和元年度河川水質調査結果について
◆令和元年度大気汚染常時測定結果について
◆令和元年度ダイオキシン類調査結果について
◆令和元年度自動車公害調査結果について
◆東京都屋外広告物条例の改正に伴う事務手数料の追加について
◆新場橋における車両接触事故の和解について
� ほか６件

環 境 建 設

〔主な報告事項〕
◆�災害に際し応急措置の業務等に従事した者の損害補償に係る
補償基礎額等の改定について
◆�中央区内事業所における帰宅困難者対策の現況調査の結果に
ついて
◆新型コロナウイルス感染症への対応について

コロナウイルス・
防 災 等 対 策

〔主な報告事項〕
◆�東京2020大会の延期に伴う区事業への影響等について
◆�東京2020大会の延期に伴う都・組織委員会の対応状況等につ
いて�

東京オリンピック・
パラリンピック対策

特 別 委 員 会

〔主な報告事項〕
◆�家庭的保育事業等に係る居宅訪問型保育の提供の対象となる
乳幼児の明確化について
◆令和２年度学童クラブの利用状況について
◆放課後児童支援員に係る認定研修の実施者の追加について
◆晴海児童館等複合施設の指定管理者候補事業者の公募について
◆子どもの居場所「プレディ」の利用状況について

子ども子育て
・高齢者対策

〔主な報告事項〕
◆中央区立中央会館等の指定管理者候補事業者の選定について
◆�都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（都市計画区域マ
スタープラン）並びに都市再開発の方針の改定について
◆都市再生特別地区（大手町地区）の変更について
◆令和２年度市街地再開発事業等の取組

築 地 等 地 域
活 性 化 対 策

　区議会だよりは、スマートフォン用アプリ「マチイロ」
で配信を行っています。
利用方法  ＱＲコードからダウンロードし、
「お住まいの地域」を「東京都中央区」に
設定してください。

区議会だよりはアプリでも！
区議会だよりの個別郵送について
　次号の「区議会だより」は、新聞折込でお届けします。
　新聞を定期購読しておらず、「区議会だより」を入手するこ
とが困難な方（おおむね65歳以上の方、もしくは障害者手帳
をお持ちの方）には郵送でお届けします。
　詳しくは、議会局調査係までご連絡ください。
電　話（3546）5559　ＦＡＸ（3546）9552
Ｅメールアドレス　gikai_03@city.chuo.lg.jp
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中央区議会自由民主党議員団…自由民主党
あたらしい中央……………あたらしい中央
中央区議会公明党……………………公明党
中央区議会区民の風………………区民の風

議案の
　審議結果

立憲民主党新風会……………………新風会
日本共産党中央区議会議員団…日本共産党
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結果

○区長提出議案

令和２年度中央区一般会計補正予算 23億8,964万4千円の追加　総額　1,383億3,404万2千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する
条例

新型コロナウイルス感染症対策の業務に従事した職員に支給する危険業
務手当の特例を定める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区特別区税条例等の一部を改正する条例 未婚のひとり親に対する税制上の措置等及び新型コロナウイルス感染症
緊急経済対策における税制上の措置をするほか、規定を整備する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区事務手数料条例の一部を改正する条例
プロジェクションマッピングによる屋外広告物の表示等の許可に係る事
務手数料について新たに区分を設けるとともに、その上限額を定めるほ
か、規定を整備する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

災害に際し応急措置の業務等に従事した者に係る損害補償
に関する条例の一部を改正する条例

補償基礎額及び介護補償の額の改定をするほか、障害補償年金前払一時金
が支給される場合における障害補償年金等の支給停止期間等の算定に用
いる利率の改定をする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区放課後児童健全育成事業の設備及び運営の基準に関
する条例の一部を改正する条例

放課後児童支援員となるために必要な研修の実施者に中核市の長を追加
する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区家庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条
例の一部を改正する条例

保護者の疾病等の理由により、家庭において養育を受けることが困難な乳
幼児が、居宅訪問型保育の提供の対象であることを明確化する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区受動喫煙防止対策の推進に関する条例 区における受動喫煙防止対策に関し、必要な事項を定める。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立幼稚園教育職員の勤務時間、休日、休暇等に関す
る条例の一部を改正する条例 幼稚園教育職員の業務の量の適切な管理等に関し必要な事項を定める。 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 原案可決

中央区立学校設備使用料条例の一部を改正する条例 区立阪本小学校の改築に伴い、同校のスポーツ利用に係る屋内体育館、校
庭及び温水プールの使用料の限度額を定め、又は改定する。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立宇佐美学園大規模改修工事（建築工事）請負契約 契約金額　4億6,860万円
契約の相手方　平井・斉藤建設共同企業体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立宇佐美学園大規模改修工事（機械設備工事）請負
契約

契約金額　6億3,415万円
契約の相手方　サンプラ・中島建設共同企業体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立宇佐美学園大規模改修工事（電気設備工事）請負
契約

契約金額　4億6,530万円
契約の相手方　浅海・弘電工事建設共同企業体 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立日本橋保育園大規模改修工事（建築工事）請負契
約の一部変更について

契約金額　変更前　2億3,773万円
　　　　　変更後　2億4,092万円
工　　期　変更前　平成30年6月29日から平成32年7月31日まで
　　　　　変更後　平成30年6月29日から令和2年10月30日まで

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立桜川敬老館等複合施設改築工事（機械設備工事）
請負契約の一部変更について

契約金額　変更前　5億7,024万円
　　　　　変更後　5億7,178万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立桜川敬老館等複合施設改築工事（電気設備工事）
請負契約の一部変更について

契約金額　変更前　4億4,280万円
　　　　　変更後　4億4,335万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立佃島小学校及び中央区立佃中学校大規模改修工事
（建築工事）請負契約の一部変更について

契約金額　変更前　11億6,995万円
　　　　　変更後　11億7,061万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

中央区立月島第二小学校及び中央区立月島第二幼稚園大規
模改修工事（建築工事）請負契約の一部変更について

契約金額　変更前　6億4,350万円
　　　　　変更後　6億4,647万円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

和解について 地方自治法第96条第１項第12号の規定に基づく。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和２年度中央区一般会計補正予算 2億213万1千円の追加　総額　1,385億3,617万3千円 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

� （賛成：○　反対：×）

中央区附属機関等議会選出委員および評議員
◆消防団運営委員会（６人）
　竹内　幸美　　高橋まきこ　　堀田　弥生　　原田　賢一
　梶谷　優香　　小栗智恵子
◆都市整備公社評議員会（７人）
　押田まり子　　礒野　　忠　　小坂　和輝　　中島　賢治
　渡部　博年　　渡部　恵子　　奥村　暁子
◆防災会議（３人）
　押田まり子　　礒野　　忠　　佐藤あつこ
◆国民保護協議会（３人）
　押田まり子　　礒野　　忠　　佐藤あつこ

　掲出は、各構成員のうち、議会選出の
委員・評議員です。

◆民生委員推薦会（２人）
　中嶋ひろあき　高橋まきこ
◆国民健康保険運営協議会（３人）
　押田まり子　　礒野　　忠　　原田　賢一
◆青少年問題協議会（６人）
　かみや俊宏　　高橋　元気　　墨谷　浩一　　山本　理恵
　梶谷　優香　　奥村　暁子
◆都市計画審議会（８人）
　押田まり子　　田中　広一　　礒野　　忠　　青木　かの
　墨谷　浩一　　渡部　博年　　渡部　恵子　　小栗智恵子
◆情報公開・個人情報保護審議会（２人）
　押田まり子　　田中　広一


